
 

 

ツツイトモの調査状況報告 

 

 

 

資料 3

  
＜平成１３～１４年度＞ 

○ 生育地の保全 

⇒生育分布地の大幅な減少 

H13.5 栗山川沿いで 

ツツイトモ発見 

○ 試験移植の実施 

・ 河道内 2箇所及び湿性植物園 

■ツツイトモ保全方針 

法的規制等はないが、国のレッドデータ

ブックの絶滅危惧ⅠＡ類、県のレッドデー

タブック最重要保護生物に指定されている

ことから、工事着工までの期間を活用し、

学識経験者の指導のもと、河川管理者とし

て最大限保全する。 

 

＜平成１８年度以降＞ 

○ 河道掘削前に種子を採取 

○ 当面、ツツイトモについては、坂田池公

園内湿性植物園で保全・増殖する 

○栗山川自然観察園においてツツイト

モを保全 

河道掘削工事 

着手予定 

※ 増殖個体を移
植に活用 

 

＜平成１５～１７年度＞ 

○ 試験移植結果 

・坂田池公園内湿生植物園でのみ移植が成功

○ H15 年度には生育地からツツ

イトモが消失 

○ 栗山川本川沿いでの保全を検討 

・調査で得た知見を反映させる 

○ 生育地内の掘削等を行ったが再発芽しなかった 

⇒ただし、水底には種子が残っていることが判明 

○ 記録保全のための調査 

（標本作成、DNA 解析） 

○ 千葉大学と協力し、発芽条件

等の整理を進める 

○ 県立中央博物館などで保管 

■ツツイトモ消失の理由（調査で得た知見） 

他の植物による被圧、アメリカザリガニによる食害、

種子自体が重く底泥に沈み込んでしまう 


